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21 - 10
21 - 4

Ｃ 26 - 10

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
3 ＊ 0 1 1 5 2 2 1 0 1 1 1 8 1 1
6 0 0 0 0 3 3 3 0 1 1 2 0 1 1 0
9 0 0 0 1 2 1 2 2 0 0 0 0 1 1 0
10 0 0 0 1 1 0 0 0 2 0 2 0 1 1 0
23 0 1 1 1 3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0
24 ＊ 0 0 8 11 1 1 0 0 2 2 0 3 1 0
25 0 1 1 2 5 0 1 1 1 0 1 0 1 1 0
28 ＊ 0 0 1 1 0 0 1 0 10 10 0 2 2 0
31 0 0 0 4 7 3 3 1 4 2 6 1 0 0 0
32 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 2 2 0 1 0
44 0 2 3 0 2 0 0 0 1 1 2 2 0 0 0
46 0 0 2 1 4 0 0 0 1 1 2 0 1 1 2
68 0 0 2 0 4 3 6 1 1 5 6 0 1 1 0
79 ＊ 0 0 3 4 1 2 0 2 1 3 2 1 1 0
93 ＊ 0 0 7 13 0 0 1 1 2 3 0 1 2 0

0 0 0 0 0
4 10 30 66 14 20 8 14 29 43 9 21 14 3

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 2 0 0 0
8 ＊ 0 3 2 7 2 4 3 1 9 10 1 1 0 0
11 0 0 2 0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0
13 0 1 2 1 4 0 0 1 0 2 2 1 0 0 0
19 0 3 4 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0
21 ＊ 0 0 0 9 0 0 1 0 1 1 1 1 1 0
26 ＊ 0 2 1 3 0 0 0 1 1 2 4 1 1 0
27 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
35 ＊ 0 0 0 5 2 2 3 1 5 6 2 0 0 0
50 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
55 0 0 0 0 6 0 0 2 2 2 4 4 1 0 0
61 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
72 0 0 0 2 3 0 0 2 1 3 4 2 1 0 0
99 ＊ 1 1 1 3 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
- - - - -
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２０１８年度関西学生バスケットボールリーグ戦

天理大学

Ｆ
REBOUND

№

コ ー ト 勝ち点９ 勝ち点２
試 合 ＮＯ 249

86 33

敗チーム

びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学

男子

戦評
【総括】
リーグ戦10日目第４試合、天理大学(2位)vsびわこ成蹊スポーツ大学(9位)の試合。序盤は、両チーム思うように得点が決まらず、
拮抗する。試合が進むにつれ、天理大が#24佐々木、#3藤澤らを中心に速攻から得点を重ね、徐々に点差を広げていく。最後ま
でびわこは奮闘するも、結果50点もの点差をつけ天理大が勝利した。

【第1ピリオド】
びわこ#99林のレイアップで試合が始まる。天理大は#93高橋がゴール下で連続得点で反撃。つづけて天理大は#79倉富がジャ
ンプシュート、対するびわこは#8山口がフリースローで得点する。中盤、お互いシュートが決まらない展開が続くなか、天理大は
#79倉富のポストプレーで得たフリースローで加点。対するびわこは素早いパス回しから#99渡辺が３pを決める。その後、びわこは
天理大#3藤澤がつくりだすアップテンポなバスケットに対応できず点差が広がり、びわこはタイムアウト。タイムアウト後も天理大は
#24佐々木がジャンプシュートを中心に得点を重ねる。天理大の堅い守備をまえに、びわこは苦戦が続く。第1ピリオドを終了して
18-9で天理大がリードする。

【第2ピリオド】
天理大は#3藤澤を中心にパスが良く回り、#24佐々木、#93高橋のゴール下やジャンプシュートで得点を重ねていく。びわこは#19
木村の３pで反撃するも、そのほかの決め手に欠く。点差が開き続け、30-12となったところで、びわこはタイムアウト。しかしタイム
アウト後も#79倉富のジャンプシュート、#24佐々木のパスからの#28二見のアリウープ、#93高橋の力強いドライブと天理大の各選
手が躍動する。さらに天理大の激しい守備に阻まれ、びわこは良い形でシュートが打てない。ここでオフィシャルトラブルで試合が
約10分中断される。中断後、両者シュートが決まらないなか、天理大#23山﨑のジャンプシュートが決まり試合が動き出す。びわこ
#72内藤、#8山口がゴール下を決めると、すかさず天理大#68がドライブを仕掛けフリースローをもらう。ここでブザーが鳴り、第2ピ
リオド終了。39-19で天理大がリードを20点に広げた。

【第3ピリオド】
第3ピリオドのはじまりも天理大#3藤澤、#24佐々木の速攻から。続けて天理大は#93高橋のゴール下、#79倉富のポストプレー、
#24佐々木のジャンプシュート、#31南原のゴール下で連続得点。第3ピリオド開始5分得点がないびわこは、#35石川のフリース
ローでようやく加点。しかし、つづく天理大のオフェンスで#25藤林のドライブがバスケットカウントとなり、天理大応援席も盛り上が
る。選手交代が行われても天理大のディフェンスは継続して激しい。びわこはミスが続き、苦しい展開が続く。負けるな、びわこ。
第3ピリオドが終了し、60-23で天理大がリードしている。

【第4ピリオド】
第4ピリオドは天理大#44野末の３pで始まる。対するびわこは#19木村と#13豊田の３p、#72内藤のゴール下で反撃。天理大は、
シュートが入らない時間帯があったが、#23山﨑の３pが決まり流れを取り戻す。その後、天理大は着実に得点を重ねリードを53点
に広げ試合終了。86-33で天理大が強さを見せつけた。

主審

関西学生バスケットボール連盟

亀山・佐野（神戸大）戦評南宣匡 副審 佐藤慎士

記録

2部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2018.10.07

天理大学開始時間 15:00

会　　場 立命館大学

A

平 祐之介 3 6

池田 武尊 2 10

Ｓ 選　手　名
ＦＴ

MIN

藤澤 尚之 4 22

AS ST BSTOPTS
３Ｐ ２Ｐ

高松 秀太郎 3 12

17 18

村山 龍之介 3 9

野末 ジェレミア 6

倉富 チアゴ 7
17

南原 暎成 11 18

山﨑 翔梧 5 9
佐々木 隆成

23

吉崎 綾汰 0 6

藤林 航 7 12
二見 健太 2 20

8
森山 翔太 2 10

合　　　計 86

高橋 育美 14

200
RATE 40.0% 45.5% 70.0%

びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学

№ Ｓ 選　手　名
２Ｐ ＦＴ

ＦPTS

Team / Coach: 二杉茂

10

片山 弘章 0 11

ST MINTO AS

今井 稜 0

豊田 湧一朗 5
木村 敬貴 0

REBOUND３Ｐ
BS

山口 直紀 6 23

20
中塚 隆仁 2 20

17
木村 郁斗 9

髙橋 大輝

21

0 5

西川 穣 0 4
石川 敦裕 2 22

17
4

内藤 和樹 4 16
東藤 巧朗 0

RATE 33.3%

-

0

15.6% 66.7%
200

久保 雄太郎

Team / Coach: 伊戸重樹 -
合　　　計 33

0 -
林 隼輔 5 10


